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那珂市長

「住みよさプラス活力あふれるまち」
の実現に向けて

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。日
頃
よ
り
、市
政
に
お
寄
せ
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
ご
支
援
と
ご
協
力
に
対

し
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
の
波
が
繰
り
返
し
発
生
し
、

市
民
生
活
や
地
域
経
済
に
と
っ
て
厳
し

い
年
と
な
り
ま
し
た
が
、八
重
桜
ま
つ

り
や
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
３

年
ぶ
り
に
開
催
す
る
な
ど
、明
る
い
話

題
も
増
え
て
き
ま
し
た
。引
き
続
き
市

民
の
健
康
を
第
一
と
し
、ワ
ク
チ
ン
接

種
体
制
の
確
保
の
ほ
か
基
本
的
な
感
染

症
対
策
の
徹
底
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
一
方
、
変
化
す
る
社
会
情
勢
の

中
に
あ
っ
て
も
持
続
的
な
発
展
を
続
け

る
た
め
、
未
来
に
つ
な
が
る
施
策
に
つ

い
て
も
着
実
に
進
め
て
い
く
必
要
が
ご

ざ
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
対
策
や
Ｄ
Ｘ

推
進
、
頻
発
す
る
自
然
災
害
へ
の
備
え

な
ど
新
た
な
視
点
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

令
和
５
年
度
以
降
の
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、今
後
は
当
計
画
に
基
づ
き
、各
種
事

業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

重
点
事
業
と
し
て
は
、
複
合
型
交
流

拠
点
施
設「
道
の
駅
」が
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
、
基
本
理
念
や
建
設
候
補
地
な
ど

を
取
り
ま
と
め
た
基
本
構
想
を
策
定

し
ま
し
た
。
導
入
機
能
に
つ
い
て
は
、

24
時
間
利
用
可

能
な
駐
車
場
や

ト
イ
レ
な
ど
の

休
憩
ス
ペ
ー
ス
、

観
光
周
遊
の
起
点

と
な
る
情
報
発
信
の
場

に
加
え
、
本
市
の
農
畜
産
物
を

Ｐ
Ｒ
で
き
る
直
売
所
や
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
の
施
設
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
那

珂
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
立
地
性
を
い
か
し
て

地
域
内
外
の
魅
力
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ

る
拠
点
の
創
出
を
目
指
し
ま
す
。　

ま
た
、「
四
中
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」に
つ
い
て
は
、造

成
工
事
に
続
い
て
本
体
工
事
に
取
り

掛
か
り
ま
す
。住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
は
地
域
と
の
協
働
が
不
可

欠
で
あ
り
、活
動
拠
点
の
整
備
に
よ
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
の
事
業
に
つ
い
て
も
、
市
民

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
な
が
ら
長
期

的
展
望
に
立
ち
、「
住
み
よ
さ
プ
ラ
ス

活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
の
実
現
に
挑
戦

し
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
、
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。



那珂市議会議長

萩谷　俊行

開かれた議会、
信頼される議会を目指して

新年のご挨拶
2023年

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
年
頭
に
当
た
り
、
市
議
会
を
代
表

し
ま
し
て
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、ま
た
、急
激
な

物
価
高
騰
の
中
、日
常
生
活
の
さ
ま
ざ

ま
な
面
で
影
響
を
受
け
、
ご
苦
労
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

昨
年
は
、ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
と
い
う
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
が
、
世
界

中
を
駆
け
巡
り
ま
し
た
。
罪
の
な
い
人

が
巻
き
込
ま
れ
る
悲
惨
な
状
況
を
目
の

当
た
り
に
し
、
そ
の
後
に
発
生
し
た
世

界
規
模
で
の
不
安
定
な
経
済
状
況
は
、

い
ま
だ
収
束
が
見
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
中
で
も
、ス
ポ
ー
ツ
の

世
界
で
は
、冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の

日
本
人
選
手
の
活
躍
、流
行
語
大
賞
に
も

な
っ
た
、プ
ロ
野
球
村
上
選
手
の
記
録
を

塗
り
替
え
る
偉
業
、そ
し
て
記
憶
に
新
し

い
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
と
日
本
を
盛
り
上

げ
る
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
踊
り
ま
し
た
。

市
内
に
目
を
向
け
ま
し
て
も
、
市
民

の
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン

ト
が
徐
々
に
再
開
し
、
活
気
が
戻
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

市
議
会
で
は
、議
員
全
員
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
配
布
し
て
か
ら
一
年
が
経
過

し
ま
し
た
。昨
年
９
月
に
は
大
部
分
の

会
議
資
料
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
実

現
し
、現
在
は
、い
か
な
る
場
合
で
も

議
会
の
審
議
を
止
め
な
い
た
め
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
会
議
を
行
え
る
体
制
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
見
合
わ
せ
て
い

た「
議
員
と
語
ろ
う
会
」を
昨
年
10
月

に
３
年
ぶ
り
に
開
催
し
、
市
民
の
皆
様

と
直
接
意
見
を
交
換
す
る
場
を
持
て

た
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
有
意
義
で
あ

り
、
市
民
の
声
を
市
政
に
届
け
る
と
い

う
使
命
の
大
切
さ
を
改
め
て
強
く
感

じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
議
員
そ
れ
ぞ
れ
が
研

鑽
を
重
ね
て
、市
行
政
に
積
極
的
に
提

言
を
行
う
と
と
も
に
、開
か
れ
た
議
会
、

信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
、責
任
を

果
た
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

一
層
の
ご
理
解
と
お
力
添
え
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
年
が
、
皆
様
に 

と
り
ま
し
て
、
幸
多
く
、 

健
や
か
な
年
と
な
り
ま

す
こ
と
を
心
か
ら
ご 

祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。



要注意

収縮期
（上の血圧）

拡張期
（下の血圧）

正常血圧 120未満 80未満

正常高値血圧 120～ 129 80未満

高値血圧 130～ 139 80～ 89

高血圧 140以上 90以上

収縮期
（上の血圧）

拡張期
（下の血圧）

正常血圧 115未満 75未満

正常高値血圧 115～ 124 75未満

高値血圧 125～ 134 75～ 84

高血圧 135以上 85以上

血圧ってなに？

血圧について血圧について
知ろう知ろう

　心臓から全身に送り出された血液が、血管の壁を押すときの圧力のことです。
　血圧には、心臓が収縮し全身に血液を送り出すときの収縮期血圧（上の血圧）と、
心臓がゆるみ血液が全身から心臓に戻るときの拡張期血圧（下の血圧）があります。

　血圧測定の結果により、正常血圧であるかを判断します。
　正常高値血圧以上は脳心血管病発症の危険性が高くなるため注意が必要です。

参考▶日本高血圧学会「高血圧治療ガイドライン 2019」血圧の基準値

家庭血圧
（自宅で測る血圧） （病院で測る血圧）

診察室血圧

問健康推進課健康増進Ｇ　☎ 029‐270‐8071

寒い時期に高くなりやすい寒い時期に高くなりやすい
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◦�血圧計は上腕タイプがおすすめ
◦�１日２回、朝起きてトイレに行った後と
夜寝る直前に、安静にして測定

血圧測定のポイント

高血圧を予防・改善しよう
あなたの血圧のタイプは？

健康講座（YouTube 配信）

　総合保健福祉センター
ひだまりでは減塩に関す
る展示コーナーもありま
す。近くにお越しの際
は、ぜひお立ち寄りくだ
さい。

減塩に関する展示コーナー

　血圧にはタイプがあることをご
存じですか？
　あいざわ循環器内科クリニック
會澤彰医師の講座を聞いて、自分
の血圧のタイプを判断してみま
しょう。
　血圧の基礎知識や家庭での血圧
測定方法、生活習慣の改善につい
ても知ることができます。
　期間限定ですので、ぜひお申し
込みの上、ご視聴ください。

配信期間▶３月 31日㈮まで
配信方法▶ YouTube
申込方法▶
�いばらき電子申請・届出�
サービス【那珂市】

◦�麺類の汁は残す
◦香味野菜や香辛料を利用し、食材の味を楽しむ
◦減塩商品を利用する

減塩のための工夫

　血圧は常に変動しており、正しい方法で継続して測定すること
が大切です。自身の血圧を知り、高血圧の値に当てはまる場合は、
自宅で測定した記録を持参してかかりつけ医に相談しましょう。
高血圧の予防・改善には減塩が効果的です。

1 月 11 日号5



那珂第１地区民生委員児童委員協議会
菅谷地区

飯 塚　 利 夫 鷺内（1・5・11・16・18 ～ 20・25・27 班）

加藤　ふく子 鷺内（2 ～ 4・6 ～ 10・23・26 班）

海 野　 順 子 鷺内（12 ～ 15・17・21・22・24 班）

宮 田　 清 司 東組（2・6・10・14・20・21・23・27・30・33・34・38 班）

飛 田　 利 夫 東組（3・7・9・13・15 ～ 19・22・26・37・39 班）

関 　 登 東組（1・4・5・8・11・12・24・25・28・29・31・32・35・36 班）

横 山　 修 一 寄居
澤 幡　 美 明 仲之内（湊街道を境に東側 1・2・4・5・10・11 班）

廣 木　 直 人 仲之内（湊街道を境に西側 3・6 ～ 9 班）

萩 谷　 雅 巳 堀之内（国道 349 号バイパス東側）

茶谷　いづみ 堀之内（国道 349 号バイパス西側）

後 藤　 妙 子 下宿下
横須賀　敏子 下宿上（12 ～ 28 班）

林　　喜代美 下宿上（1 ～ 10 班、市営かしま台住宅）

今 村　 正 江 かしま台（国道 349 号バイパス東側）

髙橋　ふじ子 かしま台（国道 349 号バイパス西側）

藤井　ちえみ 菅谷中宿（東区 18 ～ 24・27 ～ 31・38・46 班）

宮 田 　　 實 菅谷中宿（西区（水郡線西側））

木 村　 文 子 菅谷中宿（中央区 1 ～ 8・13・15 ～ 17・25・26・36・37・47 班）

大 柴　 正 義 上宿第１（1・2 班、水郡線西側）

引 田　 芳 夫 上宿第１（3 ～ 5 班、竹ノ内 1・2 丁目）

藤 咲　 豊 上宿第２
小笠原　恭子 上宿第３（1 ～ 6・12 ～ 16 班、組外）

都 筑　 浩 子 上宿第３（7 ～ 11・17・18・20・21 班）

栗原　不二麿 一の関（2・3・5・6・9・10・12・15・17・18・21・23・25 班）

鯉 渕　 節 夫 一の関（1・7・8・11・13・14・16・19・20・22・24 班）

今 川　 順 子 ときわ台
高 橋　 良 一 原福田
石 川　 絹 江 仲福田
尾 崎　 春 美 下福田

五台地区
増 子　 勝 己 野仲（野中、駒潜、田代、茨野）

會 澤　 春 美 上宿（新地、宮脇、上宿）
稲 場　 正 美 後台中宿（中宿、大仏、下新地、西原）

川村　きよみ 田向（田向、津田）

亀 山　 達 哉 後台第三（下野）

千 葉　 淑 子 後台第三（出水、富士山）

根 本　 和 子 中台第一（旧国道 349 号西側）

石 川　 順 一 中台第一（旧国道 349 号東側、中台津田の一部）

石 川　 祥 二 中台なみき（北側、旧国道 349 号東側）

下田中　葉子 中台なみき（南側（旧国道 349号東側を除く）、中台第一の一部）

寺 尾　 芳 三 中台津田（那珂湊那珂線北側、後台の一部）

細 割　 清 一 東木倉
金 子　 節 子 西木倉
木 村　 惠 子 豊喰

民生委員
児童委員
が改選されました

※ 民生委員・児童委員名簿は令和４年
12 月 28 日現在のものです。

問社会福祉課生活福祉Ｇ
☎ 029‐298‐1111

　民生委員・児童委員は、厚生労働大
臣が委嘱する、身近な相談相手です。
任期は３年で、令和４年 12 月 1 日
から 102 人の委員（うち新任 37 人、
3 区域は選考中）が市内の各地区で
活動を始めました。
　活動内容は、障がいのあるかた、
寝たきりや１人暮らしの高齢のかた、
母子父子世帯のかたなど地域の皆さ
んから生活上の相談を受け、行政な
どの関係機関との「つなぎ役」を担う
ことです。
　また、中学校区ごとに委嘱される
主任児童委員は、児童福祉に関する
ことを専門に相談を受けています。
　お困りのことがありましたら、気
軽にご相談ください。

（敬称略）
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那珂第２地区民生委員児童委員協議会瓜連地区民生委員児童委員協議会

主任児童委員

神崎地区
【選考中】 本米崎（四堰、海後、塙）

鷲 元　 明 俊 本米崎（久保、松原）

小田内 佐智子 向山（入向山、表向山、笠松、保登内）

鹿志村 ひろみ 横堀（道高、所の内、隣友、野所内、重楽）

肥 田　 朋 子 横堀（上記を除く）

住 谷　 　 明 堤
大 森　 　 隆 杉（杉東 4・6 ～ 8 班、杉南）

海野　まち子 杉（杉北、杉西、杉東 1 ～ 3・5 班）

瓜連地区
黒 澤　 　 博 静（下組、中組、新地組）

塙　 　 雅 子 静（東組、上組、北城各組）

寺 門　 悦 子 下大賀（ 長堀組、中通り組、表組、西組、
久保組）

【選考中】 下大賀（ 前新地組、荒谷組、馬場各組、
駅前各組）

大和田　　一 瓜連上（1 ～ 7・16 ～ 20 班）

西 野　 直 枝 瓜連上（8 ～ 15 班）

櫻 井　 勝 巳 瓜連中（1・3・7・8・10・11 班）

志保石　和之 瓜連中（2・4 ～ 6・9・12 班）

関 田　 明 子 瓜連下（1 ～ 10 班）

佐 藤　 倫 子 瓜連下（11 ～ 17 班）

大 部　 市 郎 古徳（1 ～ 5 班）

【選考中】 古徳（6 ～ 11 班）

小 圷　 光 中里（1 ～ 7・21・22 班）

橋 本　 智 子 中里（8 ～ 10・12 ～ 17 班）

髙 畑　 　 淳 鹿島（台組、中組、西 1・2 班）

井 坂　 朝 香 鹿島（東組、北組）

菊 池　 信 義 平野第１（1 ～ 12 班）

木 村　 　 弘 平野第１（13 ～ 23 班）

佐 藤　 洋 一 平野第２（1 ～ 8 班）

平 野　 雅 彦 平野第２（9 ～ 14 班）

武 藤 　　 廣 平野第３（1 ～ 8 班）

吉 村　 直 人 平野第３（9 ～ 14 班）

那珂第１地区民生委員児童委員協議会
大 森　 弘 道 那珂一中学区（五台小、菅谷西小）

勝 山　 信 行 那珂四中学区（菅谷小、菅谷東小）

那珂第２地区民生委員児童委員協議会
加藤　智惠子 那珂二中学区（横堀小、額田小）

勝 山　 元 子 那珂三中学区（芳野小、木崎小）

瓜連地区民生委員児童委員協議会
金 子　 敬 司

瓜連中学区（瓜連小）
髙畑　恵美子

額田地区
鈴 木　 　 靖 額田第一（永井、柄目、新地）

萩 谷　 政 治 額田第二（下宿、本郷、上之町）

中 﨑　 秀 夫 額田第三（下之町、坂下、向山南）

並木　芳次郎 額田第三（高岡）

渡 邉　 智 子 額田第四（小堤、仲之町、横宿町、天王）

鈴 木　 一 浩 額田第五（新道、古宿）

岩 佐　 　 弘 額田第六（天神町、森戸、畑中）

戸多地区
越 路　 明 子 若宮、中谷原
茅根　美惠子 宿
髙 根　 　 薫 立石
根 本　 洋 子 田崎、大内
飛 田　 悦 子 下江戸

芳野地区
綿 引　 菊 江 飯田（旧１区）

宮 﨑　 正 雄 飯田（旧２区）

仲 田　 和 夫 飯田（旧６区）

細谷　ひさ子 鴻巣（木戸、本上、本中、鴻巣住宅）

小澤　ますみ 鴻巣（上記を除く）

秋 葉　 　 泉 旭
綿 引　 子 戸崎東（松並、文洞、北山、松の口）

檜 山　 寿 男 戸崎西（西組、南組、北組）

木崎地区
仲田　奈美恵 鹿島、白河内
小 林　 長 正 門部台
中井川　　泰 門部圷、下河原
圷　　富美子 北酒出、内宿
田 中　 尚 子 新宿

１月 11 日号7
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法
律
相
談

日
時
▼
２
月
21
日
㈫
午
後
１
時
～
５
時

対
象
者
▼
市
内
に
住
所
を
有
す
る
か
た　

相
談
員
▼
弁
護
士　

費
用
▼
無
料（
相
談
１
回
30
分
）

申
込
方
法
▼
窓
口
受
付
、電
話

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の

た
め
、
電
話
に
よ
る
相
談
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
予
約
の
時
間
に
弁
護
士
か
ら

連
絡
し
ま
す
。

※
同
じ
事
案
の
相
談
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

�
�申
問
市
民
相
談
室

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

相
談

く
ら
し

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加

す
る
際
の
注
意
事
項

◆�

広
報
紙
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
事

業
・
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
感

染
症
対
策
の
た
め
、
中
止
ま
た
は

延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

最
新
の
情
報
は
、
各
記
事
の
問
合

せ
先
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

◆�

イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
参
加
さ
れ
る
際

は
、主
催
者
な
ど
の
指
示
に
従
い
、

感
染
症
対
策
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆�

新
し
い
生
活
様
式
を
意
識
し
、
咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
し
ら
せ

コ
ー
ナ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
特
別
相
談
窓
口

　

職
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
は

事
業
主
の
義
務
で
す
。茨
城
労
働
局
で
は
、

３
月
31
日
ま
で
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
特
別

相
談
窓
口
を
設
置
し
、
労
働
者
・
事
業
主

か
ら
の
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

問
茨
城
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

☎
０
２
９
‐
２
７
７
‐
８
２
９
５

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験

日
時
▼
２
月
15
日
㈬
午
前
11
時

場
所
▼
市
内
全
域
（
防
災
行
政
無
線
の
屋

外
ス
ピ
ー
カ
ー
お
よ
び
各
家
庭
の
戸
別
受

信
機
か
ら
放
送
）

放
送
内
容
▼

◦
防
災
行
政
無
線
上
り
チ
ャ
イ
ム

◦
「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で

す
」
×
３
回

◦
「
こ
ち
ら
は
、
防
災
な
か
で
す
」

◦
防
災
行
政
無
線
下
り
チ
ャ
イ
ム

※
自
動
的
に
最
大
音
量
で
放
送
さ
れ
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
、

一
部
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
も
同
様
の
内
容
が
配

信
さ
れ
ま
す
。

問
防
災
課
防
災
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
を
交
付
し
ま
す

　

障
が
い
者
に
準
ず
る
者
と
し
て
市
長
の

認
定
を
受
け
た
か
た
は
、
所
得
税
・
市
県

民
税
の
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

対
象
者
▼
満
65
歳
以
上
で
、
介
護
保
険
の

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
か
た
の
う

ち
、
要
介
護
認
定
に
係
る
要
介
護
認
定
調

査
票
お
よ
び
主
治
医
意
見
書
の
内
容
（
寝

た
き
り
度
・
認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活

自
立
度
の
項
目
）
が
一
定
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
か
た

※
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
か

た
は
、
手
帳
の
提
示
で
も
控
除
が
受
け
ら

れ
る
た
め
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

災
害
時
に
備
え
て
ス
ト
ー
マ
装

具
を
市
役
所
に
保
管
で
き
ま
す

対
象
者
▼
市
内
に
在
住
、在
勤
、在
学
の
オ

ス
ト
メ
イ
ト
で
、
保
管
を
希
望
す
る
か
た

保
管
す
る
も
の
▼
個
人
が
日
常
的
に
使
用

し
て
い
る
ス
ト
ー
マ
装
具（
１
週
間
分
程
度
）

保
管
期
間
▼
１
年
間

※
装
具
の
使
用
期
限
お
よ
び
継
続
の
意
思

確
認
の
た
め
、１
年
ご
と
に
更
新
し
ま
す
。

※
保
管
期
間
を
過
ぎ
た
装
具
は
処
分
し
ま

す
の
で
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

※
保
管
更
新
の
通
知
は
し
ま
せ
ん
。

預
け
入
れ
方
法
▼
窓
口
受
付

※
保
管
用
の
装
具
を
持
参
し
、
台
帳
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

災
害
時
の
対
応
▼
避
難
し
た
市
指
定
の
避

難
所
で
、
待
機
し
て
い
る
市
職
員
に
装
具

の
輸
送
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※
普
段
か
ら
災
害
用
持
ち
出
し
品
の
１
つ

と
し
て
、装
具
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

�申
問
社
会
福
祉
課
障
が
い
者
支
援
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１



１月 11 日号9

申
請
方
法
▼
窓
口
受
付（
申
請
者
お
よ
び
対

象
者
の
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
を
持
参
）

※
申
請
書
は
介
護
長
寿
課
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま
す
。

※
認
定
書
は
即
日
交
付
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
確

定
申
告
時
に
認
定
書
が
必
要
で
す
の
で
、

必
ず
事
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

�申
問
介
護
長
寿
課
介
護
保
険
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

お
む
つ
に
係
る
費
用
の

医
療
費
控
除
対
象
者
の

確
認
書
を
交
付
し
ま
す

　

傷
病
に
よ
り
お
お
む
ね
６
か
月
以
上
寝

た
き
り
状
態
で
医
師
の
治
療
を
受
け
て
お

り
、
お
む
つ
の
使
用
が

必
要
と
認
め
ら
れ
る
と

き
は
、
お
む
つ
代
を
所

得
税
・
市
県
民
税
の
医

療
費
控
除
の
対
象
と
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者
▼
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受

け
る
の
が
２
回
目
以
降
で
、
介
護
保
険
の

要
介
護
認
定
を
受
け
て
お
り
、
要
介
護
認

定
に
係
る
主
治
医
意
見
書
の
内
容
（
寝
た

き
り
度
・
尿
失
禁
の
可
能
性
の
項
目
）が

一
定
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
た

※
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
初
め
て
申

告
す
る
か
た
や
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

な
い
か
た
は
、
医
師
が
発
行
す
る
「
お
む

つ
使
用
証
明
書
」（
有
料
）
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

申
請
方
法
▼
窓
口
受
付（
申
請
者
お
よ
び
対

象
者
の
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
を
持
参
）

※
申
請
書
は
介
護
長
寿
課
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま
す
。

※
確
認
書
の
交
付
に
は
１
週
間
程
度
を
要

し
ま
す
。
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
確
定

申
告
時
に
確
認
書
が
必
要
で
す
の
で
、
必

ず
事
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

�申
問
介
護
長
寿
課
介
護
保
険
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

い
ば
ら
き
出
会
い

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

で
は
、
結
婚
を
希
望
す
る
独
身
の
か
た
を

対
象
に
、
会
員
登
録
制
に
よ
る
パ
ー
ト

ナ
ー
探
し
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

入
会
登
録
料
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

対
象
者
▼
対
象
期
間
中
、
セ
ン
タ
ー
に
入

会
登
録
を
す
る
女
性
の
か
た

対
象
期
限
▼
３
月
31
日
㈮

問
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

問
い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
２
２
４
‐
８
８
８
８

ひ
と
り
親
家
庭
高
等
職
業
訓
練

促
進
給
付
金

対
象
者
▼
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
ま
た
は
母

で
、
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
か
た

◦
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
、
ま

た
は
同
様
の
所
得
水
準
の
か
た

◦
養
成
機
関
に
お
い
て
１
年
以
上
（
上
限

４
年
）
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
業
し
、
対

象
資
格
の
取
得
が
見
込
ま
れ
る
か
た

◦
就
業
ま
た
は
育
児
と
修
業
の
両
立
が
困

難
で
あ
る
と
認
め
る
か
た

◦
過
去
に
同
給
付
金
ま
た
は
同
様
の
給
付

金
を
受
給
し
た
こ
と
の
な
い
か
た

対
象
資
格
▼
看
護
師（
准
看
護
師
を
含
む
）、

介
護
福
祉
士
、
保
育
士
、
作
業
療
法
士
、

理
学
療
法
士
、
歯
科
衛
生
士
、
美
容
師
、

社
会
福
祉
士
、製
菓
衛
生
士
、調
理
師
な
ど

支
給
額
▼

◦
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

・
市
民
税
非
課
税
世
帯

　

月
額
10
万
円

・
市
民
税
課
税
世
帯

　

月
額
７
万
５
０
０
円

※
最
終
学
年
は
月
額
に

４
万
円
上
乗
せ
し
ま
す
。

◦
高
等
職
業
訓
練
修
了
支
援
給
付
金

・
市
民
税
非
課
税
世
帯　
　
　
　

５
万
円

・
市
民
税
課
税
世
帯　
　
　

２
万
５
千
円

※
手
続
き
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
進
学

先
が
決
定
次
第
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
課
家
庭
児
童
相
談
室

☎
０
２
９
‐
２
２
９
‐
３
５
１
１

相
続
登
記
の
申
請
の

義
務
化
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
相
続
（
遺
言

に
よ
る
場
合
を
含
む
）
に
よ
っ
て
不
動
産

を
取
得
し
た
相
続
人
は
、
そ
の
取
得
を

知
っ
た
日
か
ら
３
年
以
内
に
相
続
登
記
の

申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
６
年
４
月
１
日
時
点
で
相

続
登
記
を
し
て
い
な
い
不
動
産
を
所
有
す

る
か
た
は
３
年
間
の
猶
予
期
間
が
設
け
ら

れ
ま
す
。

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
水
戸
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

☎
０
２
９
‐
２
２
１
‐
５
１
３
０

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
訪
問
調

査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

市
で
は
、
要
支
援
者
の
把
握
や
緊
急
時

の
対
応
、
各
種
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
な
ど
を
対

象
に
し
た
訪
問
調
査
を
毎
年
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

調
査
は
、
お
住
ま
い
の
地
区
を
担
当
す

る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
行
い
ま
す
。

翌
年
度
の
高
齢
者
台
帳
※
の
更
新（
作
成
）

に
つ
い
て
も
お
聞
き
し
ま
す
の
で
、ご
自

宅
を
訪
問
し
た
際
に
は
、
調
査
へ
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
高
齢
者
台
帳
と
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
な
ど
の
住
所
や
生
年
月

日
、
緊
急
連
絡
先
、か
か
り
つ

け
医
な
ど
を
記
録
し
て
お
く

シ
ー
ト
で
す
。

問
介
護
長
寿
課
高
齢
者
支
援
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１
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催
し

事
業
者
の
か
た
へ

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が

始
ま
る
前
に
登
録
を

　

10
月
１
日
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
始

ま
り
ま
す
。
適
格
請
求
書（
イ
ン
ボ
イ
ス
）

を
発
行
で
き
る
の
は
、「
適
格
請
求
書
発
行

事
業
者
」
に
限
ら
れ
ま
す
。

　

個
人
事
業
者
の
か
た
の
登
録
申
請
手
続

な
ど
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
読
取
対
応
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
が
あ
れ
ば
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ
ト

（
Ｓ
Ｐ
版
）で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
画

面
に
表
示
さ
れ
た
質
問
に
回
答
し
て
い
く

こ
と
で
、入
力
漏
れ
な
ど
が
な
く
、ス
ム
ー

ズ
に
申
請
デ
ー
タ
を
作
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内「
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
特
設
サ
イ
ト
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

日
時
▼
３
月
22
日
㈬
①
午
前
10
時
～
11
時

10
分　

②
午
後
１
時
30
分
～
２
時
40
分　

場
所
▼
県
常
陸
太
田
合
同
庁
舎
３
階
大
会

議
室
（
常
陸
太
田
市
山
下
町
４
１
１
９
）

定
員
▼
各
回
40
人（
事
前
予
約
制
・
先
着
順
）

申
込
方
法
▼
電
話　

申
込
期
限
▼
３
月
20

日
㈪　

そ
の
他
▼
駐
車
場
は
台
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�申
問
太
田
税
務
署

☎
０
２
９
４
‐
72
‐
２
１
７
１

※
音
声
案
内
に
従
い
「
２
」
を
選
択

那
珂
の
ひ
な
ま
つ
り

雛
人
形
展
―
つ
る
し
び
な
と
の
共
演
―

期
間
▼
２
月
４
日
㈯
～
３
月
５
日
㈰

時
間
▼
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

場
所
▼
歴
史
民
俗
資
料
館
多
目
的
ホ
ー
ル

（
月
曜
日
を
除
く
、
最
終
日
は
午
後
４
時

ま
で
）　

内
容
▼
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵

の
明
治
か
ら
現
代
ま
で
の
雛
人
形
と
キ
ル

テ
ィ
ー
工
房
お
よ
び
那
珂
つ
る
し
び
な
の

会
が
作
製
し
た
つ
る
し
び
な
の
展
示

入
館
料
▼
無
料

問
歴
史
民
俗
資
料
館

（
な
か
Ｌ
ｕ
ｃ
ｋ
ｙ
Ｆ
Ｍ
公
園
内
）

☎
０
２
９
‐
２
９
７
‐
０
０
８
０

※
月
曜
日
休
館（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

つ
る
し
び
な
の
展
示

期
間
▼
２
月
４
日
㈯
～
３
月
５
日
㈰

時
間
▼
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

場
所
▼

◦
曲
が
り
屋

◦�

歴
史
民
俗
資
料
館
多
目
的
ホ
ー
ル
（
月

曜
日
を
除
く
、最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

◦�

総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る
（
月
曜
日
を

除
く
）

入
館
料
▼
無
料　

協
力
▼
キ
ル
テ
ィ
ー
工
房

問
那
珂
つ
る
し
び
な
の
会　

小
森

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
５
６
１
１

物
品
販
売

期
日
▼
期
間
中
の
金
・
土
・
日
曜
日
、

祝
日　

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
３

時
（
最
終
日
は
午
後
２
時
ま
で
）　

場
所
▼
曲
が
り
屋　

内
容
▼
手
作
り

布
小
物
・
ミ
ニ
つ
る
し
び
な
・
つ
る

し
び
な
布
地
セ
ッ
ト
の
販
売

体
験
教
室

日
時
▼
２
月
11
日
㈯
午
前
９
時
30
分

～
正
午　

場
所
▼
市
中
央
公
民
館
美

術
室　

内
容
▼
バ
ラ
の
ブ
ロ
ー
チ
作

成　

参
加
費
▼
５
０
０
円（
材
料
費
）

学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説
会

日
時
▼
２
月
19
日
㈰
午
前
10
時

内
容
▼
展
示
を
見
な
が
ら
、
ひ
な
ま

つ
り
に
関
す
る
意
外
と
知
ら
れ
て
い

な
い
話
を
披
露
し
ま
す
。

茨
城
県
特
定（
産
業
別
）

最
低
賃
金
改
正

　

労
使
双
方
が
合
意
し
た
う
え
で
最
低
賃

金
額
未
満
の
賃
金
で
労
働
契
約
を
結
ん
で

も
、
最
低
賃
金
額
で
契
約
し
た
も
の
と
み

な
さ
れ
ま
す
。

効
力
発
生
日
▼
令
和
４
年
12
月
31
日

※
各
種
商
品
小
売
業
は
、改
正
が
行
わ
れ

な
か
っ
た
た
め
、茨
城
県
最
低
賃
金（
時
間

額
９
１
１
円
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
茨
城
県
電
気
機
械
器
具
製
造
業
最
低
工

賃
が
改
正
さ
れ
、令
和
４
年
11
月
１
日
に

適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
茨
城
労
働
局
賃
金
室

☎
０
２
９
‐
２
２
４
‐
６
２
１
６

特定最低賃金名 時間額

鉄鋼業 1,004 円

はん用機械器具、生産用機械器具、業務用
機械器具製造業（機械器具製造業等） 964 円

計量器・測定器・分析機器・試験機・理化
学機械器具、医療用機械器具・医療用品、
光学機械器具・レンズ、電子部品・デバイス・
電子回路、電気機械器具、情報通信機械器
具、時計・同部分品製造業（電気・精密機
械器具等製造業）

961 円
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◆期日　２月 25日㈯、26日㈰
◆時間　午前 10時～午後３時（雨天中止）
※�雪が溶けてしまった場合などは予定を変更する
ことがあります。

◆場所　静峰ふるさと公園遊具エリア
◆内容（予定）　かまくらの展示、模擬店出店など
問商工観光課商工観光Ｇ
☎０２９‐２９８‐１１１１

雪まつり
静峰ふるさと公園

元
気
い
ば
ら
き
就
職

面
接
会

日
時
▼
２
月
17
日
㈮
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分　

場
所
▼
県
水
戸
合
同
庁
舎
２
階
大
会
議
室

（
水
戸
市
柵
町
１
‐
３
‐
１
）

※
参
加
企
業
な
ど
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
県
労
働
政
策
課
い
ば
ら

き
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
２
３
３
‐
１
５
７
６

知
的
障
が
い
の
あ
る
か
た

を
対
象
と
し
た
職
業
訓
練

訓
練
期
間
▼
４
月
10
日
㈪
～
９
月
21
日
㈭

場
所
▼
県
立
水
戸
産
業
技
術
専
門
学
院
水

府
町
校
舎（
水
戸
市
水
府
町
８
６
４
‐
４
）

訓
練
内
容
▼
Ｏ
Ａ
実
技
、販
売
、清
掃
な
ど

定
員
▼
10
人　

授
業
料
▼
無
料
（
作
業
服

代
な
ど
は
別
途
実
費
負
担
）

申
込
期
限
▼
２
月
13
日
㈪

入
学
選
考
日
▼
２
月
21
日
㈫

※
申
込
方
法
や
対
象
者
な
ど
、
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
県
立
水
戸
産
業
技
術
専
門
学
院
総
合
実

務
科　

☎
０
２
９
‐
３
０
０
‐
５
２
２
１

募
集

県
立
Ｉ
Ｔ
短
大

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

日
時
▼
３
月
４
日
㈯
午
前
９
時
～
午
後
４

時　

場
所
▼
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

（
水
戸
市
下
大
野
町
６
３
４
２
）

対
象
者
▼
Ｉ
Ｔ
に
関
心
を
持
つ
高
校
生
・

保
護
者　

内
容
▼
学
校
見
学
、
体
験
授
業

申
込
方
法
▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申
込
期
間
▼
１
月
16
日
㈪
午
前
10
時
～
３

月
２
日
㈭
正
午

�申
問
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

☎
０
２
９
‐
２
６
９
‐
５
５
０
０

根
本
正
顕
彰
会
公
開
講
座

日
時
▼
２
月
19
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所
▼
市
中
央
公
民
館
講
座
室

テ
ー
マ
▼
ア
メ
リ
カ
研
修
視
察
を
振
り

返
っ
て　

講
師
▼
高
畑
精
一
氏（
当
会
元

副
会
長
）
参
加
費
▼
無
料（
申
込
み
不
要
）

問
根
本
正
顕
彰
会　

仲
田

☎
０
９
０
‐
８
０
３
８
‐
２
０
８
７

絵
画
サ
ー
ク
ル

楽
画
会
作
品
展

期
間
▼
２
月
10
日
㈮
～
17
日
㈮

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
４
時

（�
初
日　

午
前
10
時
30
分
開
始
、
最
終
日　

午
後
３
時
30
分
終
了
）　

場
所
▼
市
立
図
書
館
１
階
展
示
コ
ー
ナ
ー　

展
示
作
品
▼
水
彩
画
、
油
絵　

講
師
▼
塙
冨
士
夫
氏
、
渡
辺
正
則
氏　

問
絵
画
サ
ー
ク
ル「
楽
画
会
」　

藤　

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
２
０
３
１

市
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
推
進
委
員
募
集

資
格
▼
高
齢
者
の
健
康
や
介
護
、
福
祉
に

関
心
の
あ
る
、
40
歳
以
上
の
か
た
（
介
護

保
険
の
被
保
険
者
）　

任
期
▼
４
月
１
日

～
令
和
８
年
３
月
31
日
（
３
年
間
）

活
動
内
容
▼
第
10
期
那
珂
市
高
齢
者
福
祉

計
画
と
第
９
期
那
珂
市
介
護
保
険
事
業
計

画
の
策
定
お
よ
び
推
進
委
員
会
へ
の
参
加

報
酬
▼
日
額
６
７
０
０
円　

募
集
人
数
▼

２
人　

選
考
方
法
▼
書
類
選
考

応
募
方
法
▼
窓
口
受
付
、
郵
送

※
応
募
用
紙
は
、
介
護
長
寿
課
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま
す
。

応
募
期
限
▼
２
月
28
日
㈫
（
必
着
）

�申
問
介
護
長
寿
課
高
齢
者
支
援
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

〒
３
１
１
‐
０
１
９
２

福
田
１
８
１
９
‐
５
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な
か
Ｌ
ｕ
ｃ
ｋ
ｙ
Ｆ
Ｍ
公
園

水
泳
教
室
指
導
者
募
集

指
導
内
容
▼
安
全
に
配
慮
し
、
楽
し
ま
せ

な
が
ら
水
泳
の
基
礎
・
基
本
を
指
導
す
る
。

資
格
▼

（公財）
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
水
泳
指

導
員
、
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
資
格
を
有

す
る
か
た

※
年
間
を
通
し
て
指
導
い
た
だ
け
る
か
た

が
望
ま
し
い
。

雇
用
期
間
▼
４
月
～
令
和
６
年
３
月

募
集
人
数
▼
２
教
室　

各
１
人
（
１
人
で

２
教
室
担
当
可
）　

報
酬
▼
１
回
４
千
円

水
泳
教
室
に
つ
い
て
▼

◦
日
時
（
前
期
16
回
、
後
期
８
回
）

　

土
曜
日　

午
後
２
時
50
分
～
３
時
50
分

　

日
曜
日　

午
前
10
時
45
分
～
11
時
45
分

◦
場
所　

な
か
Ｌ
ｕ
ｃ
ｋ
ｙ
Ｆ
Ｍ
公
園

　
　
　
　

屋
内
プ
ー
ル

◦
担
当
者
人
数　

１
教
室
３
人

◦
対
象　

小
学
１
・
２
年
生
、１
教
室
30
人

提
出
書
類
▼
履
歴
書（
市
販
の
も
の
で
可
。

３
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
貼
付
）、

指
導
者
資
格
証
の
コ
ピ
ー

申
込
方
法
▼
窓
口
受
付
、
郵
送

※
後
日
、
面
接
を
実
施
し
ま
す
。

申
込
期
限
▼
２
月
10
日
㈮

�申
問
ス
ポ
ー
ツ
推
進
室

（
な
か
Ｌ
ｕ
ｃ
ｋ
ｙ
Ｆ
Ｍ
公
園
内
）

☎
０
２
９
‐
２
９
７
‐
０
０
７
７

〒
３
１
１
‐
０
１
２
１

戸
崎
４
２
８
‐
２

※
月
曜
日
休
館
（
祝
日
の
場
合
翌
平
日
）

水
戸
建
築
高
等
職
業
訓
練
校

生
徒
募
集

　

働
き
な
が
ら
勉
強
し
、

資
格
が
取
れ
る
学
校
で
す
。

対
象
者
▼

◦
中
学
校
、高
等
学
校
、専
門

学
校
を
卒
業
し
た
か
た
（
３

月
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

◦
水
戸
市
周
辺
の
事
業
所

に
雇
用
さ
れ
た
か
た

◦
建
築
・
大
工
に
興
味
の
あ
る
か
た

訓
練
日
▼
火
、
金
曜
日
午
後
６
時
30
分
～

９
時
30
分　

授
業
料
▼
年
間
６
万
５
千
円

申
込
期
限
▼
３
月
31
日
㈮

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

�申
問
水
戸
建
築
高
等
職
業
訓
練
校

☎
０
２
９
‐
２
３
９
‐
３
７
３
１

水
戸
市
住
吉
町
63
‐
１

令
和
４
年
度
市
職
員
募
集

任
期
付
職
員

職
務
内
容
▼
ワ
ク
チ
ン
接
種
関
連
事
務
、

感
染
症
に
関
連
す
る
事
務
な
ど
の
業
務

任
用
期
間
▼
４
月
１
日
～
令
和
６
年
３
月

31
日　

募
集
人
数
▼
若
干
名

資
格
▼
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
か
た

⚫
日
本
国
籍
を
有
す
る
昭
和
52
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
か
た

⚫
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的
操
作（
文
書
作
成
、

表
計
算
処
理
な
ど
）
が
で
き
る
か
た

⚫
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
か
た

※
欠
格
事
項
に
該
当
す
る
か
た
は
受
験
で

き
ま
せ
ん
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

給
料
手
当
等
▼
月
額
15
万
１
０
０
円
～

23
万
４
４
０
０
円（
職
歴
等
に
応
じ
て
決
定
）

※
昇
給
昇
格
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
一
般
職
員
と
同
様
に
、
諸
手
当
と
し
て

通
勤
手
当
、
扶
養
手
当
、
住
居
手
当
、
時

間
外
勤
務
手
当
、
期
末
・
勤
勉
手
当
、
退

職
手
当
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

服
務
▼
任
用
期
間
中
は
、
地
方
公
務
員
と

し
て
、営
利
企
業
等
の
従
事
制
限
な
ど
地
方

公
務
員
法
の
服
務
に
関
す
る
規
定
が
適
用

に
な
り
ま
す
。（
任
用
期
間
中
に
ほ
か
の
職

を
兼
業
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）

試
験
日
▼
２
月
19
日
㈰

試
験
会
場
▼
市
役
所
（
本
庁
）

試
験
内
容
▼
作
文
試
験
、
個
人
面
接
、
パ

ソ
コ
ン
試
験
、
身
体
検
査
、
資
格
調
査

※
合
格
者
の
発
表
は
合
格
者
の
受
験
番
号

を
市
役
所（
本
庁
・
瓜
連
支
所
）前
に
掲
示
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
合

格
者
に
通
知
し
ま
す
。

申
込
方
法
▼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
い
ば
ら

き
電
子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス
利
用
）

申
込
期
間
▼
１
月
11
日
㈬
午
前
８
時
30
分

～
２
月
10
日
㈮
午
後
５
時
15
分

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

�申
問
総
務
課
職
員
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１
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市役所　日曜開庁・木曜窓口延長

【日曜開庁】
時間／ 8：30 ～12：00、13：00 ～17：15
業務／住民票の写しなど
問市民課戸籍・窓口 G　 ☎ 029‐298‐1111

【木曜窓口延長】
時間／ 17：15 ～ 19：30
対応課／ 市民課、税務課、収納課、
 介護長寿課、社会福祉課、
 保険課、こども課

２月の休日当番医
☎０１２０‐２７１７１９

茨城子ども
救急電話相談

＃ 8000
050‐5445‐2856

茨城おとな
救急電話相談

＃ 7119
050‐5445‐2856

救急電話相談（24 時間 365 日）

日 医療機関名 電話番号

５ メディカル GP・
クリニック横堀

029‐
298‐3922

11 鈴木呼吸器科内科 029‐
353‐2811

12 西山堂慶和病院 029‐
295‐5121

19 ののがき脳神経外科
クリニック

029‐
352‐0555

23 塙内科消化器科 029‐
295‐2110

26 あいざわ循環器内科
クリニック

029‐
229‐1230

▶那珂キッズクリニック小児科（小児科）
　５・19 日  　　　 ☎ 029‐212‐5630

▶時間　9：00 ～ 11：30
※必ず受診前に電話でご確認ください。

「はたちの献血」キャンペーン（1/1 ～ 2/28）

茨城県救急医療情報システム
すぐに受診可能な医療機関の
情報を検索できます。

県
立
水
戸
南
高
等
学
校

通
信
制
課
程
生
徒
募
集

申
込
方
法
▼
窓
口
受
付

※
願
書
書
類
は
県
立
水
戸
南
高
等
学
校
で

取
得
で
き
ま
す
。

申
込
期
間
▼

◦
編
入
学
・
転
入
学

　

３
月
６
日
㈪
～
８
日
㈬

◦
一
般
入
学　

　

３
月
13
日
㈪
～
24
日
㈮

※
申
込
資
格
な
ど
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

�申
問
県
立
水
戸
南
高
等
学
校
（
通
信
制
）

☎
０
２
９
‐
２
４
７
‐
４
２
８
４

水
戸
市
白
梅
２
‐
10
‐
10

太
極
拳
き
ん
も
く
せ
い

初
心
者
募
集

　

太
極
拳
の
ゆ
っ
た
り
し
た
動
き
と
深
い

呼
吸
で
心
身
を
整
え
ま
せ
ん
か
。
年
齢
性

別
を
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
で
き
る
健
康
運

動
で
す
。

日
時
▼
第
１
～
３
木
曜
日
（
月
３
回
）

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所
▼
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ご
だ
い　

指
導
者
▼
小
林
早
苗
氏（
楊
名
時
八
段
錦
・

太
極
拳
師
範
）　

費
用
▼
月
会
費
千
円
、

年
会
費
３
千
円　

申
込
方
法
▼
電
話

※
見
学
・
体
験
歓
迎
し
ま
す
。

�申
問
太
極
拳
き
ん
も
く
せ
い

檜
山
☎
０
２
９
‐
２
９
５
‐
２
２
３
７
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　私たちの普段の暮らしから出る家庭ごみには、リサイクルできる紙も多く混じってい
ます。分別してリサイクルできれば、資源として活用できるだけでなく、可燃ごみの量
も減らすことができます。ごみの減量化と資源の有効活用にご協力をお願いします。

地球にやさしいライフスタイル

種類別に、
十字に縛って
出してください。

紙袋に入れて口を折り、
十字に縛って出してく
ださい。

※個人情報の入った紙は、お取り扱いに十分ご注意ください。
※紙以外の異物は混ぜないでください。

リサイクルできる例

ごみ箱に入れるその前に！ 紙を 分別してリサイクルしよう

紙類の出し方

◦新聞紙、ダンボール、紙パック、雑誌など ◦細かい紙製容器など

リサイクルできない例

問 �環境課環境Ｇ　☎ 029‐298‐1111

細かい紙片など
を貯めながら
捨てられます

◦新聞紙 
◦包装紙
◦ダンボール
◦紙袋
◦紙パック（アルミコーティングの無いもの）
◦紙製カレンダー（金属などは外す）
◦雑誌、書籍
◦空封筒（フィルムなどは外す）
◦紙製容器（お菓子やティッシュペーパーの空き箱など）
◦シュレッダーくず
◦ボール紙、ノート　など

◦カーボン紙、ノーカーボン紙
◦圧着はがき
◦汚れ、においの強い紙
（洗剤の空き箱、せっけんの包み紙など）
◦シールの剥離紙
◦特殊な加工がされた紙　など

※可燃ごみとして出してください。



まちの動き

●交通事故件数【11 月末現在】
　人身事故▶	 81 件
　負 傷 者▶	111 人
　死 	 者▶	 1 人

問那珂警察署　☎ 029‐352‐0110

●犯罪件数【11 月末現在】
　刑法犯認知件数▶	 221 件
　　　住宅侵入窃盗▶	23 件
　　　自 動 車 盗▶	 6 件
　　　車上ねらい▶	15 件
※交通事故・犯罪ともに本年累計

情報掲示板 ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

●火災・救急件数【11 月分】
　火災▶	 		2 件（	 25 件）
　救急▶ 206 件（	2,223 件）
※（　）は本年累計
問市消防本部　☎ 029‐295‐2111

●人口【12 月１日現在】
　人口▶ 53,912 人	 （－	 57）
　　男▶ 26,453 人	 （－	 28）
　　女▶ 27,459 人	 （－	 29）
世帯数▶ 23,348 世帯	 （－	 14）
※（　）内は前月比　

問市社会福祉協議会　☎ 029‐229‐0309

那珂市産業祭実行委員会　　　　　 29,215 円
切手テレカボランティアポピー　　 21,671 円
五台地区まちづくり委員会　　　　 11,113 円
匿名　　　　　　　　　　　　　　 30,000 円
匿名　　　　　　　　　　　　　　 10,306 円
匿名　　　　　　　　　　　　　　   9,600 円

ご協力ありがとうございました

令和4年11月15日～ 12 月14日（敬称略）

▲	五台地区まちづくり委員会

善意銀行

今号の表紙

　今号の表紙は、那珂高校書道
部が「謹賀新年	卯の 」とい
う新年らしい作品を書き上げた
写真です。
　今年も、広報なかをどうぞよ
ろしくお願いします。

１月 11 日号15

▲	左から、砂金会長、先﨑市長

第２次那珂市総合計画後期基本計画について答申書が提出されました

　令和４年12月７日、那珂市総合開発審
議会の砂金祐年会長（常磐大学総合政策
学部教授）から、第２次那珂市総合計画後
期基本計画について、おおむね妥当と認
める旨の答申書が提出されました。
　総合開発審議会は、議会議員、農業委
員会会長、商工会会長、学識経験者など
計 20 人の委員で構成され、市長からの
諮問に応じて総合計画などについて審議

し、答申することを役割としています。
　今後、市では第２次那珂市総合計画後期基本計画のまちづくりの目標である

「住みよさプラス活力あふれるまち」の実現に向け、さまざまな施策を展開し
ていきます。

問政策企画課政策企画Ｇ　☎ 029‐298‐1111

　令和 4 年 11 月 24 日、AMUSE ㈱から、
企業版ふるさと納税による寄付をいただき
ました。ご支援していただいた寄付金は、

「農業で稼ぐ」いぃ那珂プロジェクトに活
用していきます。

企業版ふるさと納税による寄付

問政策企画課地方創生Ｇ　☎ 029‐298‐1111

企業版ふるさと納税の概要に
ついてはこちら▶



●　●　●　●　●　●　●

●　●

元 気 な 顔 ‼

GENKINAKA OH!!

増田 和
の ど か

花さん 増田 結
ゆ い か

花さん

藤田 純
す み れ

怜さん藤田 宗
そ う や

弥さん石川 葵
き い た

虎さん

応募はこちらから♪
お子さんの写真を広報なかに掲載してみませんか。ご応募お待ちしています。

【応募内容】市内にお住まいの未就学のお子さんの写真
【応募方法】ＱＲコードを読み込んで、お気に入りの一枚を送付してください。

大森 朝
あ さ ひ

陽さん

発
行

　
那

珂
市

　
〒

31
1‐

01
92

　　
那

珂
市

福
田

18
19

‐
5　

☎
02

9‐
29

8‐
11

11

COVID‐
19

ワクチン 新型コロナワクチン接種について
●  那珂市ワクチン接種コールセンター

0120‐056‐728
午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分

土・日曜日、祝日も実施　

耳の不自由なかた専用のＦＡＸ番号

029‐212‐3533

●  ＷＥＢ

https://www.city.naka.lg.jp/
page/dir008009.html

　現在、オミクロン株対応ワクチンの接種を実
施しています。対象者は、初回接種（１・２回目）
が完了し前回接種から３か月以上が経過した
12 歳以上のかたです。すでに接種券をお持ち
のかたは、そのまま使用できます。お持ちでな
いかたは、順次対象となる時期に発送します。
　詳細は、那珂市ワクチン接種コールセンター
にお問い合わせください。

12 月 28 日現在の情報を掲載しています。

※ オミクロン株対応ワクチンの接種は、現時点では
一人 1 回です。
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